
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気テープに順次斜めに記録トラックを形成し、ビデオデータ、オーディオデータ、前
記ビデオデータ及びオーディオデータに関連する補助データを前記磁気テープに記録する
ビデオテープレコーダにおいて、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータをデータ圧縮して圧縮ビデオデータ及び圧縮オ
ーディオデータを生成するデータ圧縮手段と、
　前記圧縮ビデオデータを所定のピクチャー数単位でブロック化し、該ブロックの前記圧
縮ビデオデータと、対応する前記圧縮オーディオデータと、対応する前記補助データとの
組み合わせによるパックユニットを生成するパックユニット生成手段と、
　前記パックユニットによるデータをメインセクタに割り当て、前記パックユニットの前
記補助データをサブコードセクタに割り当て、前記メインセクタ及びサブコードセクタに
よる前記記録トラックを順次形成する記録系とを備え、
　前記メインセクタの補助データは、
　少なくともデコード時における前記ビデオデータの時刻管理情報に対応する再生基準の
管理情報を前記ビデオデータのピクチャーの順序により配置し、
　前記サブコードセクタの補助データは、
　少なくとも前記再生基準の管理情報、ピクチャータイプの情報を前記圧縮ビデオデータ
のピクチャーの順序により配置する
　ことを特徴とするビデオテープレコーダ。
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【請求項２】
　前記メインセクタの補助データは、
　前記再生基準の管理情報に加えて、前記ビデオデータ及び又は前記オーディオデータの
時間情報を、前記ビデオデータのピクチャーの順序により配置し、
　前記サブコードセクタの補助データは、
　前記ビデオデータ及び又は前記オーディオデータの時間情報を、前記メインセクタの補
助データに対応する順序により配置した
　ことを特徴とする請求項１に記載のビデオテープレコーダ。
【請求項３】
　磁気テープに順次斜めに記録トラックを形成し、ビデオデータ、オーディオデータ、前
記ビデオデータ及びオーディオデータに関連する補助データを前記磁気テープに記録する
記録方法において、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータをデータ圧縮して圧縮ビデオデータ及び圧縮オ
ーディオデータを生成するデータ圧縮ステップと、
　前記圧縮ビデオデータを所定のピクチャー数単位でブロック化し、該ブロックの前記圧
縮ビデオデータと、対応する前記圧縮オーディオデータと、対応する前記補助データとの
組み合わせによるパックユニットを生成するパックユニット生成ステップと、
　前記パックユニットによるデータをメインセクタに割り当て、前記パックユニットの前
記補助データをサブコードセクタに割り当て、前記メインセクタ及びサブコードセクタに
よる前記記録トラックを順次形成する記録ステップを備え、
　前記メインセクタの補助データは、
　少なくともデコード時における前記ビデオデータの時刻管理情報に対応する再生基準の
管理情報を前記ビデオデータのピクチャーの順序により配置し、
　前記サブコードセクタの補助データは、
　少なくとも前記再生基準の管理情報、ピクチャータイプの情報を前記圧縮ビデオデータ
のピクチャーの順序により配置する
　ことを特徴とする記録方法。
【請求項４】
　前記メインセクタの補助データは、
　前記再生基準の管理情報に加えて、前記ビデオデータ及び又は前記オーディオデータの
時間情報を、前記ビデオデータのピクチャーの順序により配置し、
　前記サブコードセクタの補助データは、
　前記ビデオデータ及び又は前記オーディオデータの時間情報を、前記メインセクタの補
助データに対応する順序により配置した
　ことを特徴とする請求項 に記載の記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ビデオテープレコーダ及び記録方法に関し、特にＨＤＴＶ（ High Definitio
n TeleVision）によるビデオ信号を磁気テープに記録するビデオテープレコーダに適用す
ることができる。本発明は、少なくとも再生基準の管理情報を、メインセクタでは再生出
力するビデオデータのピクチャー順に、サブコードセクタでは、データ圧縮したビデオデ
ータのピクチャーの順序で記録することにより、全体を効率良く構成することができるよ
うにす
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば特開２００１－２９１３３５号公報等においては、ＨＤＴＶのビデオ信号（
以下、ＨＤ信号と呼ぶ）を記録再生するビデオテープレコーダが提案されるようになされ
ている。
【０００３】
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この特開２００１－２９１３３５号公報においては、Ｐピクチャーの配置周期を単位にし
て、ＨＤ信号に関連する各種の信号を、インターリーブする複数トラックの先頭領域にま
とめて記録することにより、磁気テープを有効に利用してＨＤ信号を記録するようにした
ビデオテープレコーダが開示されるようになされている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらこの種のＨＤ信号を記録するビデオテープレコーダにおいては、実用化のた
めに、さらに一段と種々の工夫が必要であると考えられる。具体的には、記録再生系を一
段と効率良く構成することができれば、その分、全体構成を簡略化し、さらには種々の処
理を簡略化することができると考えられる。
【０００５】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、全体を効率良く構成することができるビ
デオテープレコーダ を提案しようとするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
かかる課題を解決するため請求項１の発明においては、ビデオテープレコーダに適用して
、圧縮ビデオデータを所定のピクチャー数単位でブロック化し、該ブロックの圧縮ビデオ
データと、対応する圧縮オーディオデータと、対応する補助データとの組み合わせによる
パックユニットを生成するパックユニット生成手段と、パックユニットによるデータをメ
インセクタに割り当て、パックユニットの補助データをサブコードセクタに割り当て、メ
インセクタ及びサブコードセクタによる記録トラックを順次形成する記録系とを備え、メ
インセクタの補助データは、少なくともデコード時におけるビデオデータの時刻管理情報
に対応する再生基準の管理情報をビデオデータのピクチャーの順序により配置し、サブコ
ードセクタの補助データは、少なくとも再生基準の管理情報、ピクチャータイプの情報を
圧縮ビデオデータのピクチャーの順序により配置する。
【０００７】
　 た請求項 の発明においては、記録方法に適用して、圧縮ビデオデータを所定のピク
チャー数単位でブロック化し、該ブロックの圧縮ビデオデータと、対応する圧縮オーディ
オデータと、対応する補助データとの組み合わせによるパックユニットを生成するパック
ユニット生成ステップと、パックユニットによるデータをメインセクタに割り当て、パッ
クユニットの補助データをサブコードセクタに割り当て、メインセクタ及びサブコードセ
クタによる記録トラックを順次形成する記録ステップとを備え、メインセクタの補助デー
タは、少なくともデコード時におけるビデオデータの時刻管理情報に対応する再生基準の
管理情報をビデオデータのピクチャーの順序により配置し、サブコードセクタの補助デー
タは、少なくとも再生基準の管理情報、ピクチャータイプの情報を圧縮ビデオデータのピ
クチャーの順序により配置す
【０００８】
請求項１の構成によれば、ビデオテープレコーダに適用して、圧縮ビデオデータを所定の
ピクチャー数単位でブロック化し、該ブロックの圧縮ビデオデータと、対応する圧縮オー
ディオデータと、対応する補助データとの組み合わせによるパックユニットを生成するパ
ックユニット生成手段と、パックユニットによるデータをメインセクタに割り当て、パッ
クユニットの補助データをサブコードセクタに割り当て、メインセクタ及びサブコードセ
クタによる記録トラックを順次形成する記録系とを備えることにより、パックユニット単
位で、ビデオデータ、対応するオーディオデータ、対応する補助データを処理することが
できる。このときメインセクタの補助データは、少なくともデコード時におけるビデオデ
ータの時刻管理情報に対応する再生基準の管理情報をビデオデータのピクチャーの順序に
より配置し、サブコードセクタの補助データは、少なくとも再生基準の管理情報、ピクチ
ャータイプの情報を圧縮ビデオデータのピクチャーの順序により配置することにより、再
生時においては、単に再生された対応する補助データに従って各ピクチャーを処理するこ
とにより、ビデオデータを再生し、デコードすることができ、その分、再生側の処理、構
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成を簡略化することができ、これにより全体を効率良く構成することができる。
【０００９】
　 の構成によれば、全体を効率良く構成することができる記録方法を
提供することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態を詳述する。
【００１１】
（１）第１の実施の形態の構成
（１－１）記録フォーマット
図１は、本発明の実施の形態に係るビデオテープレコーダによる磁気テープ上の記録フォ
ーマットを示す平面図である。このビデオテープレコーダにおいては、ＤＶ（ Digital Vi
deo ）方式によるビデオテープレコーダとほぼ同一の磁気テープ走行系を使用するように
なされ、これによりＤＶ方式によるビデオテープレコーダをほぼ同一のトラックパターン
により、正及び負のアジマス角による１対の斜めトラック（トラックペアである）が順次
磁気テープに形成される。なお図中において、Ｈｅａｄは、磁気ヘッドの走査方向を示し
、Ｔａｐｅ　ｔｒａｖｅｌは、磁気テープの走行方向である。記録トラックは、約３００
トラック／１秒の速度により順次作成され、磁気テープに対する記録レートは、約４０〔
Ｍｂｐｓ〕に設定されるようになされている。
【００１２】
磁気テープは、順次循環的に、何らパイロット信号を記録していない記録トラック、周波
数Ｆ０のパイロット信号を記録した記録トラック、周波数Ｆ１のパイロット信号を記録し
た記録トラックが形成される。これにより磁気テープは、このパイロット信号を基準にし
てトラッキング制御できるようになされている。なお周波数Ｆ０及びＦ１は、各記録トラ
ックに記録するデータのチャンネルビットの記録周波数に対して、記録周波数が１／９０
及び１／６０となるように設定される。
【００１３】
このビデオテープレコーダでは、このようにして形成したトラック列において、１６トラ
ックがインターリーブの処理単位、誤り訂正処理の単位（ＥＣＣブロック）に設定され、
これにより１６トラックに記録するデータを順次１つのブロックにまとめ、各ブロック内
でそれぞれインターリーブ、誤り訂正の処理が実行されるようになされている。またこの
記録トラックは、各トラックペアに値０～３１のトラックペア番号が順次循環的に割り当
てられ、インターリーブの先頭トラックペアにおいては、このトラックペア番号が値０、
７、１５又は値２３に設定されるようになされている。
【００１４】
図２は、このようにして形成される各記録トラックにおけるセクタフォーマットを示す図
表である。記録トラックは、磁気ヘッドの走査開始側より、順次、プリアンブル、メイン
セクタ、サブコードセクタ、ポストアンブル、オーバーライトマージが形成される。記録
トラックは、走査開始側より回転ドラムへの磁気テープの巻き付け角度１７４度の範囲が
、これらプリアンブル、メインセクタ、サブコードセクタ、ポストアンブルに割り当てら
れ、この範囲に、後述する２４－２５変換後のデータ量により表して、フィールド周波数
が５９．９４〔Ｈｚ〕であるビデオデータを記録する場合（磁気ヘッドに搭載してなる回
転ドラムが６０×１０００／１００１〔Ｈｚ〕の回転速度で回転する場合）には、１３４
９７５ビットのデータが記録され、またフィールド周波数が５０〔Ｈｚ〕であるビデオデ
ータを記録する場合（回転ドラムが６０〔Ｈｚ〕の回転速度で回転する場合）には、１３
４８５０ビットのデータが記録されるようになされている。
【００１５】
ここでプリアンブルは、再生時、ＰＬＬ回路のロックに必要なデータが１８００ビット分
、記録されるようになされている。なお図３は、このプリアンブルの記録パターンを示す
図表であり、この実施の形態では、パターンＡと、このパターンＡに対してビットを反転
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してなるパターンＢとの組み合わせが各記録トラックに割り当てられ、これにより上述し
たパイロット信号の組み合わせを併せて形成するようになされている。
【００１６】
メインセクタは、通常の再生時又はサーチ時に使用されるビデオデータ等が後述するシン
クブロックを単位にして記録するようになされ、全体として１３０４２５ビット分、確保
されるようになされている。サブコードセクタは、高速サーチにおける位置検索等に供す
るデータであるサブコードの記録に適用され、１２５０ビット分の領域が確保されるよう
になされている。ポストアンブルは、回転ドラムが６０×１０００／１００１〔Ｈｚ〕の
回転速度で回転する場合（フィールド周波数５９．９４〔Ｈｚ〕の場合）には、１５００
ビット分の領域が確保され、また回転ドラムが６０〔Ｈｚ〕の回転速度で回転する場合（
フィールド周波数５０〔Ｈｚ〕の場合）には、１３７５ビット分の領域が確保され、プリ
アンブルと同一に構成されるようになされている。
【００１７】
オーバーライトマージは、上書き時におけるマージンの確保のために設けられ、１２５０
ビット分の領域が確保されるようになされている。
【００１８】
　図４は、メインセクタの基本構造を示す図表である。なお図４は、２４－２５変調前の
データ量によるものである。ここでメインセクタは、それぞれ８８８ビット（１１１バイ
ト）による１４１個のシンクブロックにより構成され、各シンクブロックには、先頭に、
１ ビットのシンク、２４ビットのＩＤが割り当てられ、末尾の８０ に、積符号形
式による誤り訂正符号の内符号であるＣ１符号が割り当てられるようになされている。ま
たメインセクタは、１４１個のシンクブロックのうち１２３のシンクブロックにおいては
、残る７６８ に、８ のヘッダ（シンクブロックヘッダ）と７６０ のメ
インデータとが割り当てられるのに対し、残る１８個のシンクブロックには、積符号形式
による誤り訂正符号の外符号であるＣ２符号が割り当てられるようになされている。
【００１９】
ここでシンクは、各シンクブロックの先頭を検出するために設けられ、図５に示すパター
ンＭ０と、このパターンＭ０に対してビットを反転してなるパターンＭ１とが交互に割り
当てられるようになされている。
【００２０】
これに対してＩＤは、誤り訂正の補助データとしてシンクブロックの識別等のために設け
られ、図６に示す３種類のＩＤ０～ＩＤ２によりそれぞれ形成される。すなわちＩＤは、
先頭０～７ビットが第１のＩＤ０に設定され、この第１のＩＤ０の先頭０～４ビットによ
りトラックペア番号（ Track Pair Number ）が表されるようになされている。
【００２１】
またＩＤは、第１のＩＤ０の先頭５～７ビットにより図２について上述したトラックのフ
ォーマットが記録されるようになされている。これによりこの第１のＩＤは、トラックに
係る識別情報が割り当てられるようになされている。
【００２２】
これに対して第２のＩＤ１は、シンクブロック を識別するシンクブロック番号が割
り当てられるようになされている。
【００２３】
また第３のＩＤ２には、メインセクタが新規に作成されたものか、編集等による上書きに
係る前データの消し残りのものかを識別する情報がオーバーライトプロテクトとして割り
当てられるようになされている。これによりこのビデオテープレコーダでは、上書き記録
時、ヘッドクロック等により元のデータを完全に除去できなかった場合に、Ｃ２符号のみ
によりイレージャー訂正し、誤ってこの元のデータ側を再生しないようになされている。
【００２４】
図７は、シンクブロックヘッダを示す図表である。シンクブロックヘッダは、ｂ７～ｂ５
ビットによりメインデータの種類であるデータタイプが示され、ｂ４～ｂ０ビットによる
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各データタイプにおける詳細な情報が示される。すなわちメインデータに何ら意味の無い
データであるＮＵＬＬデータが割り当てられて空きシンクブロックが形成されている場合
、ｂ７～ｂ５ビットは値０に設定され、ｂ４～ｂ０ビットは、リザーブに割り当てられる
。
【００２５】
またメインデータにビデオデータ、オーディオデータの補助データ（ＡＵＸ）が割り当て
られている場合、ｂ７～ｂ５ビットは値１に設定される。またこの場合、ｂ４～ｂ２ビッ
トにこの補助データのモード（ＡＵＸ　ｍｏｄｅ）が割り当てられる。なおここで補助デ
ータがＰＥＳ（  Packetized Elementary Stream ）ビデオデータに関する補助データの場
合（ AUX-V ）、ｂ４～ｂ２ビットが値０に設定され、補助データがＰＥＳオーディオデー
タに関する補助データの場合（ AUX-A ）、ｂ４～ｂ２ビットが値１に設定される。なおＰ
ＥＳビデオデータ及びＰＥＳオーディオデータは、この実施の形態に係るビデオテープレ
コーダが主に記録再生するビデオデータ及びオーディオデータであり、ＭＰＥＧ２－ＰＥ
Ｓフォーマットに準拠したビデオデータ及びオーディオデータである。
【００２６】
また補助データがＭＰＥＧ２－ＰＥＳのＰＳＩ（ Program Specific Information）パケッ
トの前半部分である場合（ PES-PSI1）、ｂ４～ｂ２ビットが値２に設定され、またこのＰ
ＳＩパケットの後半部分のＰＳＩである場合（ PES-PSI2）、ｂ４～ｂ２ビットは値３に設
定される。また補助データが、後述するＥＣＣＴＢパケットのデータである場合、ｂ４～
ｂ２ビットは値４に設定され、補助データに大容量メタデータが割り当てられている場合
（ AUX-M ）には、ｂ４～ｂ２ビットは値５に設定される。なおｂ４～ｂ２ビットの値６及
び７はリザーブである。なおここでシステムデータは、映像、音声の付加データとして外
部から入力された著作権、撮影状況等のテキスト情報、サーチ、編集等を補助するタイト
ルタイムコード（ TTC ）、トラック位置情報、装置の設定情報等の一連の制御に係るデー
タである。
【００２７】
またこれらに対応してこの場合、ｂ１ビットには、ＥＣＣＴＢに記録する無効記録領域を
表すフラグＤＦ、又はメインデータにおけるフレーム境界の極性反転を示すフラグＦＲＣ
が割り当てられ、ｂ０ビットには、このシンクブロックヘッダのスクランブル制御のオン
状態を示すフラグＳＢＳＣが割り当てられるようになされている。なおｂ１ビットは、ｂ
４～ｂ２ビットが値０又は５の場合、フラグＦＲＣに割り当てられ、ｂ４～ｂ２ビットが
値４の場合、フラグＤＦに割り当てられ、これら以外の場合、リザーブに設定される。
【００２８】
これに対してメインデータが、ＭＰＥＧ２－ＰＥＳのフォーマットに準拠したビデオデー
タの場合（ＰＥＳ－ＶＩＤＥＯ）、ｂ７～ｂ５ビットは値２に設定され、このフォーマッ
トによるオーディオデータの場合（ＰＥＳ－ＡＵＤＩＯ）、ｂ７～ｂ５ビットは値３に設
定される。これらの場合、ｂ４ビットにより、データがパーシャル（９５バイト未満）で
あるか、フル（９５バイト）であるか示され、ｂ３～ｂ０ビットには、一連のカウント値
が割り当てられるようになされている。
【００２９】
これに対してメインデータがトランスポートストリームの形態で記録されているもののう
ちの前半部分である場合（ TS-1H ）、ｂ７～ｂ５ビットは値４に設定され、ｂ４、ｂ３ビ
ットにジャンプフラグが配置され、ｂ２～ｂ０にタイムスタンプが配置される。またメイ
ンデータがトランスポートストリームの形態で記録されているもののうちの後半部分であ
る場合（ TS-2H ）、ｂ７～ｂ５ビットは値５に設定され、ｂ４～ｂ０ビットに一連のカウ
ント値がセットされる。
【００３０】
またメインデータが、サーチ用データ（ SEARCH）の場合、ｂ７～ｂ５ビットは値６に設定
され、ｂ４はリザーブに設定される。またｂ３～ｂ１ビットには、対応するサーチ速度が
記録され、ｂ０ビットにスクランブル制御のオン状態を示すフラグＳＢＳＣが割り当てら
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れる。なおサーチ用データは、Ｉピクチャーの低域成分によるデータであり、ｂ３～ｂ１
ビットが値２及び４のとき、それぞれ８倍及び２４倍のサーチ速度を指示するようになさ
れている。なおｂ３～ｂ１ビットの値７は、リザーブに割り当てられる。
【００３１】
　図８は、このようにして形成されるメインセクタのデータ構造における平均的な論理デ
ータ配分を示す図である。ここでＣ２符号は、連続エラー訂正能力を２トラック以上（＝
１２．５％（＝２トラック／１６トラックＥＣＣ  (Error Correcting Code)インターリー
ブ） なるように、１８個のシンクブロックに割り当てられ、これにより１２．７〔％
〕に設定される。補助データ（ＡＵＸ）＋ＮＵＬＬデータは、９５バイト×２．２ＳＢ×
３００トラック×８ビット＝５０１〔Ｋｂｐｓ〕、ビデオデータは、９５バイト×１１０
ＳＢ×３００トラック×８ビット＝２５．０２１〔Ｍｂｐｓ〕、オーディオデータは、９
５バイト×１．８ＳＢ×３００トラック×８ビット＝４２１〔Ｋｂｐｓ〕、サーチデータ
は、９５バイト×９．１ＳＢ×３００トラック×８ビット＝２．０７〔Ｍｂｐｓ〕であり
、総計２８．０４４〔Ｍｂｐｓ〕（９５バイト×１２３ＳＢ×３００トラック×８ビット
）に設定される。なお以下において、シンクブロックは、適宜、ＳＢにより示す。
【００３２】
これらにより磁気テープには、順次、ビデオデータ、オーディオデータ、対応するシステ
ムデータ（補助データ）がメインセクタのメインデータに割り当てられて記録されるよう
になされている。
【００３３】
図９は、補助データをメインデータに割り当てる場合について、シンクブロック構造を示
す図表である。各シンクブロックにおいては、補助データのモード（ＡＵＸ　ｍｏｄｅ）
が値０（補助データがビデオデータに関する補助データの場合（ AUX-V ））、値１（補助
データがＰＥＳオーディオデータに関する補助データの場合（ AUX-A ））、又は値５の場
合（大容量メタデータが割り当てられている場合（ AUX-M ））、各シンクブロックにおい
ては、シンクヘッダに続いて、メインデータエリアの先頭１バイトがサブヘッダに割り当
てられる（図９（Ａ）及び（Ｂ））。
【００３４】
ここでサブヘッダは、ｂ７～ｂ４がリザーブに割り当てられ、ｂ３～ｂ０が一連のカウン
ト値（ CC.Continuity counter ）に割り当てられる。ここでサブヘッダは、補助データが
複数のシンクブロックに跨がって割り当てられた場合に、カウント値（ CC.Continuity co
unter ）によりデータの連続性を検出することを目的として設けられる。これによりこの
カウント値は各補助データのモード毎に、それぞれ独立にカウント値を設定することによ
り、補助データを不規則に複数配置した場合でも、確実に再生できるようになされている
。因みに、ＥＣＣＴＢパケットにおいては、システムデータである補助データを記録する
ものであるものの、規則的に配置され、かつデータに連続性を有することにより、サブヘ
ッダが設けられないようになされている。ここでＥＣＣＴＢパケットは、ＥＣＣブロック
の先頭の記録に割り当てられるシンクブロックであり、詳細については後述する。
【００３５】
このようにしてメインセクタに割り当てられるデータのうち、補助データにおいては、図
１０及び図１１に示すパケット構造により、図４について上述したメインデータに割り当
てられる。
【００３６】
　ここで図１０及び図１１は、それぞれ固定長による補助データのパケット構造と可変長
による補助データのパケット構造とを示す図表である。固定長によるパケット構造は、メ
インセクタにも適用されるものの、主にサブコードセクタに適用される。固定長によるパ
ケット構造においては、全体が５バイトにより形成され、先頭１バイトのｂ７及びｂ ビ
ットが値０に設定され、ｂ５～ｂ０ に、各補助データの内容を示すキーワード番号
（ keyword Number）が割り当てられ、残り４バイトが補助データに割り当てられる。
【００３７】
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これに対して可変長のパケット構造は、先頭１バイトのｂ７及びｂ８ビットがそれぞれ値
０及び値１に設定され、ｂ５～ｂ０バイトに、各補助データの内容を示すキーワード番号
（ keyword Number）が割り当てられる。また続く１バイトに、続く補助データのバイト数
ｎが記録され、これによりパケット長を検出できるようになされ、続いてこのｎバイトの
補助データが割り当てられるようになされている。
【００３８】
図１２は、この固定長によるパケット構造におけるキーワード番号を示す図表である。キ
ーワード番号は、固定長によるパケット構造と可変長によるパケット構造とで一連の番号
が割り当てられ、固定長によるパケット構造には、値０～値６３が割り当てられる。これ
らのうち値０～値７は、サブコードセクタに適用され、値０は、続く４バイトがタイトル
タイムコード（ＴＴＣ（ビデオデータ、オーディオデータの時間情報である））であるこ
とを示すようになされている。またキーワード番号の値１は、続く４バイトがバイナリー
グループによるデータであることを示し、キーワード番号の値２は、続く４バイトがパー
ト番号であることを示すようになされている。
【００３９】
これに対してキーワード番号の値４は、続く４バイトがテープ位置情報（ ATNF）、所定の
フラグ（ FLG ）であることを示すようになされている。ここでテープ位置情報は、２３ビ
ットの絶対位置情報であり、テープ先頭からカウントした各記録トラックまでのトラック
番号（ＡＴＮ： Absolute Track Number ）により表される。またフラグ（ FLG ）は、テー
プ位置情報が連続していないときに値１にセットされ、これによりトラック列の連続性を
判断して確実にサーチできるようになされている。値５及び値６は、続く４バイトがそれ
ぞれ記録日時、記録時間であることが示され、値７は、続く４バイトが拡張トラック番号
（ＥＴＮ： Extened Track Number）であることを示すようになされている。
【００４０】
ここで拡張トラック番号ＥＴＮは、磁気テープからビデオデータを再生する再生基準の管
理情報であり、デコード時におけるビデオデータの時刻管理情報ＤＴＳ（ Decoding Time 
Stamp ）に対して比例関係となるように、またこのデコード時における動作基準であり、
さらにはこのビデオテープレコーダ１の動作基準であるシステムタイムクロックＳＴＣ（
System Time Clock ）に対して比例関係となるように、以下の関係式により、時刻管理情
報ＤＴＳをトラック番号により表した値が適用される。拡張トラック番号（ＥＴＮ）は、
２４ビットにより表され、ｂ４～ｂ０ビットの内容が、ＥＣＣ内のトラック番号となり、
ｂ５～ｂ１ビットの内容が、トラックペア番号（ Track Pair Number ）と一致するように
なされている。なおここでＥＣＣ内のトラック番号は、ＥＣＣ先頭トラックに値０を設定
してなる番号である。なおこのデコード時における時刻管理情報ＤＴＳは、周波数９０〔
ｋＨｚ〕によるカウント値であり、デコードされてデータ伸長したビデオデータの出力基
準である。
【００４１】
またタイトルタイムコード（ＴＴＣ）との間では、フィールド周波数５９．９４〔Ｈｚ〕
のシステムに適用した場合、ＴＴＣが１０トラックの周期で繰り返し割り当てられ、ＴＴ
Ｃの書き始めにおいて、ＥＴＮが１０の整数倍により表されるようになされている。また
フィールド周波数５０〔Ｈｚ〕のシステムに適用した場合、ＴＴＣが１２トラックの周期
で繰り返し割り当てられ、ＴＴＣの書き始めにおいて、ＥＴＮが１２の整数倍により表さ
れるようになされている。
【００４２】
これにより拡張トラック番号は、この実施の形態においては、フィールド周波数５９．９
４〔Ｈｚ〕のシステムに適用した場合、ＤＴＳ＝ＥＦＮ×３００３＝ＥＴＮ×３００３／
１０により表され、またフィールド周波数５０〔Ｈｚ〕のシステムに適用した場合、ＤＴ
Ｓ＝ＥＦＮ×３６００＝ＥＴＮ×３６００／１２により表されるようになされている。な
おＥＦＮは、 Extended Frame Number であり、拡張トラック番号ＥＴＮに対応するフレー
ム番号である。なお第１のＩＤにおいて、値８～値６２はリザーブに割り当てられ、値６
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３は、続く４バイトがＮＵＬＬであることを示すようになされている。
【００４３】
　これに対して図１３は、可変長によるパケット構造におけるキーワード番号を示す図表
である。可変長によるパケット構造には、値６４～値１２７が割り当てられる。これらの
キーワード番号のうち、値６４～値６７は、オーディオデータの補助データに割り当てら
れ、値６４において、続く可変長のデータにオーディオデータの補助データが割り当てら
れていることを示すようになされている。なお残り値６５～値６ は、リザーブに割り当
てられる。
【００４４】
これに対して値６８～値７９は、ビデオデータの補助データに割り当てられ、値６８にお
いては、続く可変長のデータにビデオデータの補助データが割り当てられていることを示
すようになされ、また値７３は、続く可変長のデータがＤＶ方式と互換性のあるデータで
あることを示すようになされている。また値７７及び値７８は、それぞれ続く可変長のデ
ータがアスキーコード及びシフトＪＩＳコードによるメッセージのデータであることを示
すようになされ、値７９は、続く可変長のデータがバイナリーデータであることを示すよ
うになされている。
【００４５】
これに対して値８０～８３は、システム用に割り当てられ、値８０は、続く可変長データ
によりＥＣＣＴＢパケットが形成されることを示すようになされている。また値８４～値
１１９は、リザーブであり、値１２０～値１２６は、続く可変長データが大容量のメタデ
ータであることを示すようになされている。また値１２７は、続く可変長データがＮＵＬ
Ｌであり、全体としてＮＵＬＬパケットを形成することが示されるようになされている。
【００４６】
図１４は、このようなキーワード番号の設定のうち、キーワード番号を値６４に設定して
なるオーディオフレームパケットを示す図表である。オーディオフレームパケットは、図
１１のパケット構造について上述したように、先頭１バイトが値６４のキーワード番号に
設定され、続く１バイトに続くバイト数ｎ（＝９２）が割り当てられる。さらに続いてト
ランスポートストリームを出力するための動作モードが設定され、続く５バイト、３バイ
ト、５バイトには、対応するビデオフレームと同一内容によるＶＴＲモード、テープ位置
情報（ ATNF）及び各種のフラグ（ＥＦＬ、ＦＬＧ）、タイトルタイムコードが割り当てら
れる。これによりパックユニットにおいて、対応するビデオデータのパックペアを簡易に
特定できるようになされている。ここでパックユニットは、対応するビデオデータ、オー
ディオデータ、システムデータの組み合わせを意味する。なおこの各種のフラグ（ＥＦＬ
、ＦＬＧ）については、後述するサブコードの対応するパケットの説明において詳述する
。
【００４７】
　また続く１０バイトにオリジナルの記録日時、時間の情報が、続く８バイトに磁気テー
プへの記録日時、時間の情報が割り当てられ、続く１バイトにコピー世代を示す情報が割
り当てられる。また続く２バイトに編集点に係るステータスの情報（編集情報）が各１バ
イトづつ割り当てられ、続く バイトにオーディオのモードが割り当てられる。ここでオ
ーディオのモードは、フレームサイズ、サンプリング周波数等である。また続く４バイト
はリザーブに割り当てられ、続く１１バイトにパックユニットに係る情報が割り当てられ
るようになされている。ここでこのパックユニットに係る情報においては、デコード基準
の情報であり、フレーム番号、フレーム数、ＰＴＳ（ Presentation Time Stamp ）である
。なおここでＰＴＳは、デコードによりデータ伸長したビデオデータ、オーディオデータ
の再生出力の時刻管理情報である。
【００４８】
これに対して図１５は、このようなキーワード番号の設定のうち、キーワード番号を値６
８に設定してなるビデオフレームパケットを示す図表である。ビデオフレームパケットは
、図１１のパケット構造について上述したように、先頭１バイトが値６８のキーワード番
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号に設定され、続く１バイトに続くバイト数ｎ（＝９２）が割り当てられる。さらに続い
てトランスポートストリームを出力するための動作モードが設定され、続く５バイト、３
バイト、５バイトには、対応するオーディオフレームと同一内容によるＶＴＲモード、テ
ープ位置情報（ ATNF）及び各種のフラグ（ＥＦＬ、ＦＬＧ）、タイトルタイムコードが割
り当てられる。
【００４９】
また続く５バイトにバイナリーのタイムコードが割り当てられ、続く１０バイト及び８バ
イトにそれぞれオリジナルの記録日時、時間及び磁気テープへの記録日時、時間の情報が
割り当てられ、続く１バイトにコピー世代を示す情報が割り当てられる。ビデオフレーム
パケットは、４バイト目から３９バイト目までに、ＤＴＳによる時刻管理情報が割り当て
られるサブコードデータがそのまま割り当てられ、対応するビデオデータがＢピクチャー
、Ｃピクチャーの場合、これらのデータは、対応するＩピクチャー又はＰピクチャーにそ
のまま対応するようになされている。
【００５０】
これに対して続く２バイトには、編集点に係るステータスの情報（編集情報）が各１バイ
トづつ割り当てられ、続く１バイトにはサーチ用データの記録モードが割り当てられる。
なおサーチ用データは、図１６に示すように、各サーチ速度に対応して割り当てられるよ
うになされている。また続く１１バイトにパックユニットに係る情報が割り当てられるよ
うになされている。ここではこのパックユニットに係る情報は、ＭＰＥＧビデオストリー
ムヘッダの内容が割り当てられるようになされている。これらのデータのうち、ピクチャ
ーに係る情報ＤＡＴＡ－Ｈには、図１７に示すように、Ｉピクチャー、Ｐピクチャー等を
示す情報、記録終りを示す情報（Ｖ－ＥＮＤ）が割り当てられるようになされている。
【００５１】
　これに対して続く１６バイトは、ビデオモードの情報が割り当てられ、続く１バイト及
び１ バイトにはフレーム単位の付加情報（ Extended DV Pack）が割り当てられるように
なされている。
【００５２】
図１８は、キーワード番号を値８０に設定してなるＥＣＣＴＢパケットを示す図表である
。ＥＣＣＴＢパケットは、インターリーブ単位である１６トラックに記録された情報が割
り当てられ、上述したようにインターリーブの先頭、固定位置に記録される。ＥＣＣＴＢ
パケットは、図１１のパケット構造について上述したように、先頭１バイトが値８０のキ
ーワード番号に設定され、続く１バイトに続くバイト数ｎ（＝９３）が割り当てられる。
さらに続く３７バイトに、インターリーブの先頭トラックのサブコードと同一内容による
情報が記録される。ここでこの情報は、テープ位置情報（ ATNF）及び各種のフラグ（ＥＦ
Ｌ、ＦＬＧ）、ＥＴＮ、タイトルタイムコード（ＴＴＣ）、バイナリーグループ、オリジ
ナルの記録日時、時間の情報、磁気テープへの記録日時、時間の情報、コピー世代を示す
情報が割り当てられる。
【００５３】
また続く２５バイトにビデオに係る編集の情報が割り当てられ、編集点に係るステータス
、サーチデータのモード等が割り当てられた後、ビデオ及びオーディオデータの情報（ vi
deo mode）（ audio mode）が割り当てられるようになされている。
【００５４】
図１９は、メインデータにサーチ用データを割り当てる場合について、サーチデータのシ
ンクブロック構造を示す図表である。この場合、シンクブロックにおいては、先頭にサー
チシンクブロックのヘッダが４０ビット割り当てられ、残る７２０ビットにサーチ用のデ
ータが割り当てられる。ここでこのヘッダには、リザーブの１ビットを間に挟んで、シン
クブロック内に記録される先頭マクロブロック座標のＸアドレス及びＹアドレスが割り当
てられる。続いてパケットＩＤ（ＰＣ　ＩＤ）、パケットヘッダ、パケットデータが割り
当てられる。
【００５５】
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ここでパケットヘッダは、パケットデータの内容を示すように設定され、図２０に示すよ
うに、値２～値７によりキーワード番号について上述したと同一の各種表示用の情報が示
され、また値８～値１１に検索用の位置情報が示されるようになされている。
【００５６】
図２１は、サブコードセクタの構造を示す図表である。サブコードセクタは、例えば２０
０倍程度の高速サーチに利用され、２４－２５変換後で、全体が１２５０ビットにより構
成され、１０個のサブコードシンクブロックで構成される。各サブコードシンクブロック
は、先頭１６ビットがシンクに割り当てられ、続く２４ビットがＩＤに割り当てられる。
さらに続く４０ビットがサブコードデータに割り当てられ、残り４０ビットがパリティに
割り当てられる。
【００５７】
シンクは、図２２に示すように、メインセクタのシンクＭ０、Ｍ１とは異なる所定のパタ
ーンＳ０と、このパターンＳ０に対してビットを反転してなるパターンＳ１とが割り当て
られるようになされ、これによりメインセクタとサブコードセクタとを識別できるように
なされている。
【００５８】
サブコードセクタのＩＤは、図２３に示すように、第１～第３のＩＤ０～ＩＤ２により構
成される。第１のＩＤ０は、メインセクタのシンクＩＤと同様に、フォーマットタイプ（
F TYPE）及びトラックペア番号をそれぞれ定義するようになされている。また第２のＩＤ
１は、サブコードセクタにおける各サブコードシンクブロックの番号（ SB number ）とリ
ザーブとに割り当てられ、第３のＩＤ２は、メインセクタのシンクＩＤと同様に、オーバ
ーライトプロテクトが割り当てられる。なおオーバーライトプロテクトの設定により、サ
ブコードセクタに記録されているデータが前の消し残りと判断された場合、そのシンクブ
ロックは無効なものとして処理されるようになされている。
【００５９】
図２４は、各サブコードセクタのサブコードデータの内容を示す図表である。各サブコー
ドセクタは、図１０について上述した固定パケット構造により、この図２４に示す情報が
記録される。ここでサブコードデータは、それぞれ偶数番目及び奇数番目のトラックペア
で同一のデータが、図１０について上述した固定長データ形式により記録される。但し、
サブコードシンクブロック番号０、４、９については、図１０について上述したパケット
構造とは異なる構造により形成される。ここで偶数番目及び奇数番目のトラックペアにお
けるサブコードシンクブロック番号０、４、９のサブコードには、各種のフラグ、テープ
位置情報（ ATNF）が割り当てられる。
【００６０】
ここで図２５は、このサブコードシンクブロック番号０、４、９に係るサブコードデータ
の構造を示す図表である。これらサブコードデータには、先頭１バイトに各種フラグが記
録される。ここで図２６は、このフラグの設定を示す図表であり、サーチデータの有無、
メインデータとの間の位相差が記録されるようになされている。
【００６１】
これに対して２バイト目、ｂ０ビットには、テープ先頭を基準にしたトラック番号（ＡＴ
Ｎ）が不連続であることを示すフラグＢＦ（ Blank Flag）が設定される。なおこれにより
フラグＢＦは、一旦不連続となった以降の記録では、同一の値に設定される。また３バイ
ト目には、テープ先頭を基準にしたトラック番号（ＡＴＮ）が割り当てられる。なおこの
トラック番号（ＡＴＮ）は、ＤＶ方式の場合と同一であり、先頭１ビットが符号に割り当
てられる。
【００６２】
　最後の１バイトには、図２７に示す各種のフラグが設定される。ここでこれらのフラグ
は、サーチポイントを示すＩフラグ、静止画の記録開始位置がメインデータの場合に設定
されるＰフラグ、メインデータにＩピクチャ又はＰピクチャが割り当てられていることを
示す フラグ、編集に係るＥＦフラグ等が割り当てられるようになされている。
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【００６３】
これに対して偶数番目のトラックペアにおけるサブコードシンクブロック番号１、６のサ
ブコード、奇数番目のトラックペアにおけるサブコードシンクブロック番号５のサブコー
ドには（図２４）、拡張トラック番号（ＥＴＮ： Extened Track Number）が割り当てられ
る。
【００６４】
図２８は、この拡張トラック番号ＥＴＮを割り当ててなるサブコードを示す図表である。
このサブコードにおいては、先頭１バイト、ｂ５～ｂ０ビットに対応するキーワード番号
が割り当てられ、第３バイトに拡張トラック番号ＥＴＮが割り当てられるようになされて
いる。
【００６５】
これに対して偶数番目のトラックペアにおけるサブコードシンクブロック番号２、５、７
のサブコード、奇数番目のトラックペアにおけるサブコードシンクブロック番号１、６の
サブコードには（図２４）、タイトルタイムコード（ＴＴＣ）が割り当てられる。
【００６６】
図２９は、このタイトルタイムコードを割り当てるサブコードを示す図表である。このサ
ブコードにおいては、先頭１バイト、ｂ５～ｂ０ビットに対応するキーワード番号が割り
当てられ、続くバイトに順次タイムコードの情報が割り当てられるようになされている。
【００６７】
これに対して偶数番目のトラックペアにおけるサブコードシンクブロック番号３、８のサ
ブコードには（図２４）、何ら情報が割り当てられないようになされている。これに対し
て奇数番目のトラックペアにおけるサブコードシンクブロック番号２、７のサブコードに
は、記録日時の情報が割り当てられ、また奇数番目のトラックペアにおけるサブコードシ
ンクブロック番号３、８のサブコードには、記録時間の情報が割り当てられるようになさ
れている。
【００６８】
図３０は、このようなメインセクタ、サブコードセクタによる記録に関して、磁気テープ
上におけるサーチ用データの配置を示す図表である。サーチ用データの記録位置は、イン
ターリーブ後の物理的な位置で定義される。ここで８倍速用のサーチ用データは、１ＥＣ
Ｃバンク（１６トラック）単位に１つの割合で配置される。
【００６９】
具体的に、この８倍速用のサーチ用データは、ＥＣＣ内トラック番号 ETN[3:0]＝０及び４
の記録トラックに、１７シンクブロック分の同一データ（データ番号 17～ 33）がそれぞれ
２回ずつ繰り返し記録され、またＥＣＣ内トラック番号 ETN[3:0]＝２の記録トラックに、
残り１７シンクブロックのデータ（データ番号０～１６）が３回繰り返されて記録され、
これらにより１ＥＣＣバンクに３４シンクブロック（データ番号０～３３）が割り当てら
れるようになされている。
【００７０】
これに対して２４倍速用のサーチデータは、３ＥＥＣバンク（１６×３＝４８トラック）
単位で１つ配置される。記録位置は、サブコードＦＬＥ (Flag Extension)内の SPH(Search
 Phase）、２ビットの３進カウンタにより示される。この２４倍速用のサーチデータは、
ＥＣＣ内トラック番号 ETN[3:0]＝１１及び１５の記録トラックに、８シンクブロック分の
データ（データ番号０～３、８～１１）がそれぞれ４回、繰り返されて記録され、またＥ
ＣＣ内トラック番号 ETN[3:0]＝１３の記録トラックに、４シンクブロック分のデータ（デ
ータ番号４～７）が３回繰り返し記録され、これにより３ＥＣＣブロックに１２シンクブ
ロック分のデータが繰り返し記録されるようになされている。
【００７１】
これらのサーチ用データは、図２０について上述したサブコードにおける表示用ＴＴＣ等
により検索されて利用されるようになされている。
【００７２】
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図３１は、このようなメインセクタ、サブコードセクタによる記録に関して、磁気テープ
上におけるメインデータの記録のイメージを示す図表である。この実施の形態においては
、 MP@HL 、 MP@H-14 等のＭＰＥＧ方式によりデータ圧縮してなるビデオデータ及びオーデ
ィオデータを記録するようになされており、このデータ圧縮に係るＧＯＰのＩピクチャー
、Ｐピクチャーによりビデオデータを区切ってブロック化し、各ブロックのビデオデータ
、対応するオーディオデータ及び補助データを組み合わせてパックユニットが形成される
。ここで図３１の例においては、符号Ｉ、Ｐ、ＢによりそれぞれＩピクチャー、Ｐピクチ
ャー、Ｂピクチャーを示し、先頭Ｉピクチャーに続いて、Ｂ、Ｂ、Ｐ、Ｂ、Ｂ、Ｐ……の
順でピクチャーが連続する場合であり、Ｉ、Ｂ、Ｂ、Ｐピクチャー比率が４：１：１：２
の場合である。なおこの図においては、インターリーブ単位であるＥＣＣ単位について、
上下の数字によりＥＣＣブロックの番号を示し、またこの内側の英数字によりＥＣＣ単位
内におけるトラック番号を示す。
【００７３】
磁気テープにおいては、各ＥＣＣ単位の先頭トラック、先頭シンクブロックにＥＣＣＴＢ
パケット（符号Ｈにより示す）により補助データが記録される。また各パックユニットに
おいては、オーディオデータに係る補助データ（符号Ｘにより示す）が記録された後、オ
ーディオデータ（符号Ａにより示す）が記録され、続いてビデオデータに係る補助データ
（符号Ｕにより示す）が記録される。また続いてストリーミングの順に、各ピクチャーが
記録される。因みに、オーディオデータが３８４〔Ｋｂｐｓ〕の場合、オーディオデータ
は、平均、５０シンクブロック配置される。
【００７４】
また連続するパックユニットは、適切な遅延時間を確保する分、必要に応じてＮＵＬＬデ
ータによるシンクブロック、メインデータを間に挟んで、連続するように記録される。こ
れによりこの実施の形態では、各パックユニットの先頭を、デコード時における時刻管理
情報ＤＴＳにより決まる一定位置に記録するようになされている。
【００７５】
具体的に、この実施の形態では、磁気テープ上における対応する時刻管理情報ＤＴＳに対
して、デコード時における遅延時間（ vbv （ Video Buffering Verifier）  delay）に所定
のトラック分の先行量αを加算したトラック数以上で先行するように、ＮＵＬＬデータの
記録により、各パックユニットの先頭を記録する。また各パックユニットの終了位置が、
磁気テープ上における対応する時刻管理情報ＤＴＳに対して、必ず先行した位置となるよ
うにする。なおここでは、このαを１６トラックとした。
【００７６】
すなわち図３２に示すように、この実施の形態においては、ベースバンドであるビデオデ
ータ（図３２（Ｂ））がＭＰＥＧ方式によりデータ圧縮され（図３２（Ｃ））、ここでビ
デオデータのエンコードによる遅延時間（ Video ENC delay ）が発生する。なおここでは
、連続するピクチャーをＢ、Ｂ、Ｉ、Ｂ、Ｂ、Ｐピクチャーにより符号化処理する場合で
ある。これに対して対応するオーディオデータＡ１～Ａ４（図３２（Ｆ））においても、
データ圧縮処理され（図３２（Ｅ））、ここでオーディオデータのエンコードによる遅延
時間（ Audio ENC delay ）が発生する。なおここでＡ１～Ａ４は、オーディオデータのデ
ータ圧縮単位である長さ２４〔ｍｓｅｃ〕の各フレームを示すものである。またＡＸＡ及
びＡＸＶは、それぞれオーディオデータ及びビデオデータの補助データである。
【００７７】
これらデータ圧縮されたビデオデータ及びオーディオデータは、対応する補助データと共
にパックユニットを形成し、このパックユニットが時分割多重化処理され（図３２（Ｄ）
）、磁気テープに記録される（図３２（Ａ））。この磁気テープへの記録時、これらオー
ディオデータＡ１～Ａ４においては、Ｉピクチャーと共にパックユニットを形成する末尾
のオーディオデータＡ４における遅延時間が磁気テープ上における最も短い遅延時間とな
り、このＩピクチャーによるパックユニットに続くパックユニットの先頭側に配置される
オーディオデータＡ１の遅延時間が磁気テープ上における最も長い遅延時間となる。これ
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によりデコード時における遅延時間（ vbv （ Video Buffering Verifier）  delay）におい
ては、データ圧縮時における発生符号量、各種補助データ、サーチ用データの介挿等によ
り種々に変化することが判る。
【００７８】
これに対して図３３は、各パックユニットにおけるパッキングの関係を示す図表である。
この例は、ベースバンド入力のビデオデータにおける先頭Ｉピクチャーから記録した例で
あり（図３３（Ａ））、このベースバンド入力においては、Ｉ、Ｂ、Ｂピクチャー、対応
するオーディオデータ、補助データによりパックユニットＰ１が形成され、この補助デー
タとしてオーディオデータ及びビデオデータの補助データＡＵＸ－Ａ及びＡＵＸ－Ｖ等が
得られ、またタイトルタイムコードＴＴＣ等が生成されて補助データに割り当てられるこ
とになる。
【００７９】
なおここでＣ０及びＣ１によるパックユニットＥＰ１は、編集点のパックユニット EDIT P
ACK であり、編集で必要な遅延時間  vbv delayの整合のために挿入されるものである。な
お図３４は、これらパックユニットに係る一連のデータの関係をまとめたものである。
【００８０】
矢印により関連を示すように（図３３（Ａ））、この実施の形態ではこれらのベースバン
ド入力に係る一連のデータが多重化処理され（図３３（Ｂ））、各パックユニットがメイ
ンデータにより磁気テープに記録され、対応する補助データがサブコードデータにより磁
気テープに記録される（図３３（Ｃ））。このときメインデータによるストリームは、サ
ブコードの時刻管理情報ＤＴＳに対して先行した位置に記録され、サブコードは、対応す
る時刻管理情報ＤＴＳによる位置に記録される。またサーチ用データは、対応するＩピク
チャー、対応する時刻管理情報ＤＴＳ以降のＥＣＣバンクから記録される。なおここでビ
デオデータは、エンコード時、リオーダリングにより順序が入れ換えらえるが、オーディ
オデータ及び補助データは、入力順に磁気テープに記録される。
【００８１】
ここでＩピクチャーの先頭の拡張トラック番号ＥＴＮは、１２０とされる。これは、スト
リーム先頭で正の値とするためであり、トラック番号（ＡＴＮ）も同じである。因みに、
拡張トラック番号ＥＴＮ、トラック番号（ＡＴＮ）を値０から始めて記録を開始すると、
デコード時における遅延時間（ vbv （ Video Buffering Verifier）  delay）とＥＣＣブロ
ック分の時間とを加算した時間による磁気テープ上における時刻管理情報ＤＴＳは、３０
トラック～１１０トラックとなる。しかしながらセルフエンコードの場合において、フィ
ールド周波数が５９．９４〔Ｈｚ〕のシステムとフィールド周波数が５０〔Ｈｚ〕のシス
テムとで拡張トラック番号ＥＴＮ、トラック番号（ＡＴＮ）とを共通化することを考慮し
、これによりこれらのシステムにおけるフレームとトラックの最小公倍数が同一である値
１２０を拡張トラック番号ＥＴＮ、トラック番号（ＡＴＮ）の先頭値に設定した。
【００８２】
　この実施の形態ではこのようにして磁気テープに記録してなるサブコードセクタの各補
助データを基準にしてビデオデータ及びオーディオデータが再生されて復号される（図３

（Ｄ））。またサーチ用データにおいては（図３３（Ｅ））、対応するビデオデータの
Ｉピクチャーより生成されて、上述したように、対応するＩピクチャー、対応する時刻管
理情報ＤＴＳ以降のＥＣＣバンクから記録される。
【００８３】
これにより磁気テープ上において、メインデータとサブコードデータとは、図３５に示す
関係により表される。なおこの図３５は、サブコードと対応するパックユニット先頭の記
録位置相関を、パックユニット先頭のフレームに着目して図示したものである。因みに、
フィールド周波数が５９．９４〔Ｈｚ〕のシステムの場合、サブコードは、１フレーム１
０トラック単位で構成され、フレーム内１０トラックのサブコードデータは、図２４につ
いて上述した構成により同一内容が繰り返し記録される。
【００８４】
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ここでメインデータは、磁気テープ上のＤＴＳであるサブコードの拡張トラック番号ＥＴ
Ｎに対して、デコード時における遅延時間（ vbv　 delay）と所定トラック分の先行量を加
算した時間の分だけ先行して、かつパックユニットの末尾が時刻管理情報ＤＴＳによる位
置を越えないように設定されるものの、上述したように、図３５（Ｄ）から（Ｅ）に示す
ように、パックユニットの記録開始位置の変化が許容される。
【００８５】
ここでこのこのような開始位置の変化分Ｔ１は、補助データ、サーチ用データの挿入によ
り変化することにより、以下のように見積もることができる。なおこの場合、再生側の処
理全体を遅らせることにより、時刻管理情報ＤＴＳによる時刻より後に、各パックユニッ
トのデータをデコード可能とするシステムも考えられるが、この場合、基準の時刻を後に
移動させただけであり、サブコードに記録されるデータにも余分な遅延が必要になること
から、処理が煩雑になる。
【００８６】
　ここでこのような開始位置の変化分Ｔ１に変化を与える要素のうち、サーチ用データの
粗密による変化量は、上述したように、８倍速用及び２４倍速用の双方で、最大１．６ト
ラックとなり、また対応するオーディオデータのデータ量は最大で０．７トラックとなる
。また補助データにおいては、３トラック／３フレームであり、ＮＵＬＬデータにおいて
は、パックユニットの記録開始位置をトラック単位で繰り下げた場合に、最大で１． ト
ラックとなる。これらを合計すると６．３トラックとなる。
【００８７】
従ってこの実施の形態では、この所定トラック分による先行量αを６．３トラック以上に
設定し、これによりビデオストリーム、オーディオストリームにおいて、途絶えることな
く再生することができるようになされている。なおフォーマット規定は、更に拡張性を考
慮し、この先行量αを１６トラックとした。
【００８８】
すなわちこの先行量αを６．３トラック以上の９～１２トラックに設定した場合、この余
分なマージンにより、補助データ（ AUX-M ）をまとめて記録することができる。因みに、
１０トラック分である１００〔ＫＢ〕程度のデータを間欠的に記録することが可能となる
。また８倍速、２４倍速用のサーチ用データの他、４倍速、１６倍速等のサーチ用データ
を追加記録することが可能となる。因みに、このようにサーチ用データを追加記録すると
、ビデオデータにおいては、その分、レートが低下することになる。また記録再生で、処
理用のメモリを兼用するシステムにおいては、再生時、数フレーム分の余裕が発生し、こ
れによりこの余裕を各種の処理に利用することができる。すなわち記録側においては、最
大で４トラック先行するようにすれば、再生側においては、前述したような拡張されたフ
ォーマットまで対応可能に、１６トラック分のメモリ容量を確保することができ、この場
合は、別途、システムを構成する場合に比して、メモリを約１フレーム分節約することが
できる。
【００８９】
なおこの図３５（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）は、それぞれメインデータ、サブコードデータ
、サーチ用データを示すものであり、また（Ｄ）及び（Ｅ）は、それぞれ最先行での記録
及び最遅延での記録の例である。この図３５においては、１秒を３００トラックとして遅
延時間（ vbv　 delay）によるトラック数を表した。これらによりこの実施の形態において
は、パックユニットの末尾はもとより、Ｉピクチャーの末尾においても、対応するＤＴＳ
位置までの間に、期間Ｔ２の余裕を有するようになされている。
【００９０】
ここでこのようなパックユニット先頭の設定に係る処理は、図３１との対比により図３６
において符号Ａにより示すように、デコード時における遅延時間（ vbv delay ）がトラッ
ク数に換算して６２．７トラックである場合、少数点以下を切り捨てた６２トラックにイ
ンターリーブのトラック数１６を加算すると、７８トラックのトラック数が得られる。こ
れによりこの時刻管理情報ＤＴＳによる磁気テープ上の位置である拡張トラック番号ＥＴ
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Ｎが値８０の場合には、この拡張トラック番号ＥＴＮの位置から７８トラック先行した位
置である拡張トラック番号ＥＴＮが値２の位置から、対応するパックユニットを記録する
ようにＮＵＬＬデータを割り当てる。なおこの図３６においては、１フレームの期間に対
応するトラック数が１０トラックの場合であり、ＥＣＣＴＢパケットについては、記載を
省略して示す。
【００９１】
また符号Ｂにより示すパックユニットの先頭においては、デコード時における遅延時間（
vbv delay ）がトラック数に換算して５０．４トラックの場合であり、この場合、同様に
して得られるトラック数においては、値６６である。また符号Ａで示した場合より、トラ
ック数においては、３０トラック変化し、これによりＥＴＮは１１０となる。これにより
ＥＴＮ＝１１０より値６６を減算して得られるＥＴＮ＝４４の位置から、対応するパック
ユニットを記録するようにＮＵＬＬデータを割り当てる。
【００９２】
また符号Ｃにより示すパックユニットの先頭においては、デコード時における遅延時間（
vbv delay ）がトラック数に換算して５７トラックの場合であり、この場合、同様にして
得られるトラック数においては、値７３であり、またＥＴＮは１４０であることにより、
ＥＴＮ＝１４０より値７３を減算すると、ＥＴＮ＝６７が得られる。この場合、何らＮＵ
ＬＬデータを介挿しなくても、ＥＴＮ＝６８となっており、記録開始位置を通過している
ことにより、この場合は、ＮＵＬＬデータを割り当てることなく、パックユニットを記録
する。
【００９３】
なおこのように連続するパックユニットが最先行記録開始位置より遅くなり、ＮＵＬＬを
挿入する必要がなくなる理由としては、パックユニットを構成する３ピクチャーにおいて
、データ圧縮による発生符号量が少ないことと、そのパックユニットのＡＵＸデータ量が
大きかった場合又はＮＵＬＬデータの挿入により遅れ（最大１トラック）があった場合又
はその間にサーチデータが記録された場合等複数の要因が重なった場合等である。
【００９４】
（１－２）ビデオテープレコーダ
図３７は、本発明の実施の形態に係るビデオテープレコーダの記録系を示すブロック図で
あり、図３８は、この記録系の一部を詳細に示すブロック図である。このビデオテープレ
コーダ１においては、図１～図３６について上述したフォーマットによりＭＰＥＧ方式、
ＭＰ＠ＨＬ、ＭＰ＠１４等によりビデオデータ及びオーディオデータをデータ圧縮して磁
気テープ２に記録し、また再生してデコードする。
【００９５】
すなわちこのビデオテープレコーダにおいて、映像データ圧縮部３は、制御部８によるレ
ート制御により、順次入力されるビデオデータＨＤＶをＭＰＥＧ２（ＭＰ＠Ｈ １４）に
準拠した方式によりデータ圧縮し、各種時間情報等と共に出力する。すなわち映像データ
圧縮部３は、ビデオエンコーダ３Ａ、ＤＴＳ／ＰＴＳジェネレータ（ＤＴＳ／ＰＴＳ　Ｇ
ＥＮ）３Ｂ、ＥＴＮジェネレータ（ＥＴＮＧＥＮ）３Ｃ、ビデオＦＩＦＯ３Ｄ（図３８）
により構成される。このうちビデオエンコーダ３Ａは、ビデオデータＨＤＶをデータ圧縮
し、ヘッダ、タイムスタンプ等を付加したＰＥＳ信号によるビデオデータを出力する。Ｄ
ＴＳ／ＰＴＳジェネレータ３Ｂは、ビデオデータＨＤＶより時間情報を検出し、この時間
情報により時刻管理情報ＤＴＳ、ＰＴＳを出力する。ＥＴＮジェネレータ３Ｃは、このＤ
ＴＳ／ＰＴＳジェネレータ３Ｂによる処理結果より上述した関係式により拡張トラック番
号ＥＴＮを計算して出力する。またビデオＦＩＦＯ３Ｄは、ビデオエンコーダ３Ａから出
力されるビデオデータを一時保持して出力する。なおこの実施の形態においては、１５ピ
クチャーにより１ＧＯＰを形成し、さらにこのＧＯＰの先頭Ｉピクチャーより３ピクチャ
ー毎にＰピクチャーを設定する。またこのＧＯＰの他のピクチャーについては、Ｂピクチ
ャーを設定する。
【００９６】
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サーチデータ発生部４は、このようにしてビデオデータよりＩピクチャーを選択し、この
Ｉピクチャーによる符号化データより低周波成分のデータを選択することにより、サーチ
用データを生成して出力する。
【００９７】
音声データ圧縮部５は、ビデオデータＨＤＶに対応するオーディオデータＤＡを入力し、
このオーディオデータＤＡをＭＰＥＧ　Ｌａｙｅｒ２に準拠した方式によりデータ圧縮し
、２５６～３８４〔Ｋｂｐｓ〕のレートにより出力する。すなわち音声データ圧縮部５に
おいて、オーディオエンコーダ５Ａは、オーディオデータＤＡをデータ圧縮して出力し、
オーディオＦＩＦＯ５Ｂは、このオーディオエンコーダ５Ａの出力データを一時保持して
出力する。
【００９８】
補助データ発生部６は、補助データを生成して出力する。すなわち補助データ発生部６は
、サブコード生成回路６Ａ、ビデオ用の補助データ生成回路６Ｂ、オーディオ用の補助デ
ータ生成回路６Ｃにより構成される。これらのうちサブコード生成回路６Ａは、ビデオデ
ータＨＤＶ、オーディオデータＤＡと共に入力される各種の情報より対応する補助データ
を生成して出力する。これに対してビデオ用の補助データ生成回路６Ｂ、オーディオ用の
補助データ生成回路６Ｃは、それぞれビデオエンコーダ３Ａ、オーディオエンコーダ５Ａ
から出力されるデータ圧縮されてなるビデオデータ、オーディオデータについて、補助デ
ータを生成して出力する。またＥＣＣＴＢジェネレータ（ＥＣＣ　ＴＢ　ＧＥＮ）６Ｄは
、ＥＣＣＴＢパケットに必要な補助データを生成して出力する。
【００９９】
多重化回路７は、これらデータ圧縮されてなるビデオデータ、オーディオデータ、サーチ
用データ、補助データをＮＵＬＬデータと共に多重化して出力する。すなわち多重化回路
７において、ＮＵＬＬジェネレータ（ＮＵＬＬ　ＧＥＮ）７Ａは、例えば全ビットが所定
の論理値に設定されてなるＮＵＬＬデータを生成して出力し、マルチプレクサ（ＭＵＸ）
７Ｂは、このＮＵＬＬデータ、ＦＩＦＯ５Ｂ、６Ｂから出力されるビデオデータ、オーデ
ィオデータ、サーチデータ発生部４、補助データ生成回路６Ｃから出力されるサーチ用デ
ータ、補助データを、コントローラ７Ｃの制御により、順次多重化して出力する。これに
よりこのビデオテープレコーダにおいては、シンクブロックを構成するデータ列を生成す
るようになされている。
【０１００】
この処理においてコントローラ７Ｃは、各パックユニット単位で、補助データ、サーチ用
データ等のデータ量を計算し、上述したデコード時における遅延時間（ vbv delay ）に応
じて、ＮＵＬＬデータを介挿するように、マルチプレクサ７Ｂの動作を制御する。ＥＣＣ
メモリ７Ｄは、このマルチプレクサ７Ｂの出力データをＥＣＣブロック単位で一時保持し
、所定順序により出力する。これによりＥＣＣメモリ７Ｄは、インターリーブの処理を実
行する。またこれらの処理において、ＥＣＣＴＢパケット及びサブコードセクタを配置す
るタイミングで、ＥＣＣＴＢジェネレータ６Ｄの出力データ、ＥＴＮジェネレータ３Ｃ等
の出力データを介挿して出力するようになされている。
【０１０１】
サブコード発生部１０は、サブコードセクタにおけるサブコードのデータ列を生成して出
力する。誤り符号ＩＤ付加部９は、多重化回路７の出力データ、サブコード発生部１０の
出力データに誤り訂正符号、ＩＤ等を付加し、これによりメインセクタ及びサブコードセ
クタのデータ列を生成する。すなわちサブコード発生部１０においては、上述したＥＴＮ
ジェネレータ３Ｃ、サブコード生成回路６Ａ等により構成され、誤り符号ＩＤ付加部９に
おいて、ＩＤ、ＥＣＣ付加回路９Ａは、ＥＣＣメモリ７Ｄの出力データにＩＤ、誤り訂正
符号を付加して出力する。ＩＤ、ＥＣＣ付加回路９Ｂは、サブコード生成回路６Ａの出力
データにＩＤ、誤り訂正符号を付加して出力する。加算回路９Ｃは、これらＩＤ、ＥＣＣ
付加回路９Ａ、９Ｂの出力データを１系統にまとめて、続く２４－２５変換部１１に出力
する。
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【０１０２】
２４－２５変換部１１は、この誤り訂正符号ＩＤ付加部９の出力データを２４－２５変調
して出力する。シンク付加回路１２は、２４－２５変換部１１の出力データにシンクを付
加して出力し、変調部、Ｐ／Ｓ変換部１３は、このシンク付加回路１２の出力データＮＲ
ＺＩ（ Non Return to Zero Inverted ）変調した後、シリアルデータ列に変換し、このシ
リアルデータ列により回転ドラムに搭載された磁気ヘッド１４を駆動する。制御部８は、
これら各回路ブロックの動作を制御するコントローラである。これらによりビデオテープ
レコーダ１では、上述したフォーマットにより順次ビデオデータ、オーディオデータ等を
磁気テープ２に記録するようになされている。
【０１０３】
図３９は、ビデオテープレコーダ１の再生系を示すブロック図であり、図４０は、この再
生系を部分的に詳細に示すブロック図である。この再生系において、ディジタル変換部、
Ｓ／Ｐ変換部２１は、磁気ヘッド１４の出力信号を図示しない増幅回路により増幅した後
、アナログディジタル変換処理して例えばビタビ復号することにより記録系における変調
部、Ｐ／Ｓ変換部１３の入力データを再生する。ディジタル変換部、Ｓ／Ｐ変換部２１は
、この再生したデータをパラレルデータに変換して出力する。
【０１０４】
復調部２２は、記録時におけるＮＲＺＩ変調に対応する処理により、ディジタル変換部、
Ｓ／Ｐ変換部２１の出力データを復調して出力する。シンク検出部２３は、この復調部２
２の出力データより各シンクブロックのシンクを検出し、このシンク検出のタイミングを
誤り訂正ＩＤ検出部２４等に通知する。２５－２４変換部２５は、ディジタル変換部、Ｓ
／Ｐ変換部２１の出力データを２５－２４変換処理することにより、記録系における２４
－２５変換部１１の入力データを再生して出力する。
【０１０５】
誤り訂正ＩＤ検出部２４は、シンク検出部２３によるシンク検出のタイミングを基準にし
て２４－２５変換部１１の出力データＩＤ以下をＩＤから検出したＳＢ番号、トラック番
号によりＥＣＣバンク２４Ａに貼付け誤り訂正２４Ｂにより誤り訂正処理とデインターリ
ーブ処理をして出力する。すなわちＥＣＣバンク２４Ａの構成は入力データを書き込むた
めのもの、２４ＢでＥＣＣ処理するためのもの、分離回路２７に出力するためのものの３
バンク構成を持っている。
【０１０６】
サブコード検出部２６は、サブコードシンクからサブコードをＳＢ検出して誤り訂正を行
い出力する。すなわちサブコード検出部２６において、サブコードＥＣＣ２６Ａは、２４
－２５変換部１１の出力データよりサブコードセクタのデータを選択的に取得して誤り訂
正処理することにより、サブコードのデータを取得して出力し、サブコードＦＩＦＯ２６
Ｂは、このサブコードのデータを制御部８である中央処理ユニット（ＣＰＵ）８Ａに出力
する。
【０１０７】
分離回路２７は、この誤り訂正ＩＤ検出部２４の出力データをＳＢヘッダにより各処理系
に分離して出力する。すなわち分離回路２７において、ＳＢ検出回路２７Ａは、各ＳＢを
検出することにより、各シンクブロックのメインデータを検出し、デマルチプレクサ２７
Ｂは、このＳＢ検出回路２７Ａの検出結果に基づいて誤り訂正ＩＤ検出部２４の出力デー
タを各処理系に出力する。
【０１０８】
映像データ伸長部２８は、この分離回路２７よりビデオデータを入力し、記録時とは逆に
、このビデオデータをデータ伸長して出力する。すなわち映像データ伸長部２８において
、ビデオＦＩＦＯ２８Ａは、分離回路２７の出力データを一時保持して出力し、ビデオデ
コーダ２８Ｂは、このビデオＦＩＦＯ２８Ａの出力データをデータ伸長して出力する。こ
れによりビデオテープレコーダ１では、再生結果であるビデオデータＨＤＶを出力できる
ようになされている。
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【０１０９】
この実施の形態において、このビデオデータを一時保持して出力するビデオＦＩＦＯ２８
Ａは、記録系において、各パックユニットの先頭の記録位置が、対応する再生基準の管理
情報が記録されてなる記録位置に対して先行させた先行量に対応する容量以上であるよう
に設定される。
【０１１０】
これに対してサーチデータ検出部２９は、分離回路２７よりサーチ用データを入力し、こ
のサーチ用データよりビデオデータを生成して出力する。すなわちサーチデータ検出部２
９において、サーチデコーダ２９Ａは、分離回路２７よりサーチ用データを入力し、取得
できなかった部分は補間処理が行われ、ビデオデータを生成して出力する。サーチ補助デ
ータ検出回路２９Ｂは、このサーチ用データに付加されてなる補助データを取得して中央
処理ユニット８Ａに通知する。
【０１１１】
音声データ伸長部３０は、分離回路２７よりオーディオデータを入力し、このオーディオ
データをデータ伸長して出力する。すなわち音声データ伸長部３０において、オーディオ
ＦＩＦＯ３０Ａは、分離回路２７より出力されるオーディオデータを一時保持して出力し
、オーディオデコーダ３０Ｂは、このオーディオデータをデータ伸長して出力する。これ
によりこのビデオテープレコーダ１では、再生結果であるオーディオデータＤＡを出力で
きるようになされている。
【０１１２】
補助データ検出部３１は、分離回路２７より補助データを検出して制御部８に出力する。
すなわち補助データ検出部３１において、補助データＦＩＦＯ３１Ａは、分離回路２７よ
り出力される補助データを一時保持して中央処理ユニット８Ａに出力する。また補助デー
タジェネレータＦＩＦＯ３１Ｂは、分離回路２７より出力される補助データを一時保持し
、ビデオデータ、オーディオデータ等の出力に対応するフォーマットに変換して中央処理
ユニット８Ａに出力する。
【０１１３】
かくするにつき制御部８は、記録系の場合と同様に、再生系についても、これらの回路ブ
ロックを制御する。すなわちこの制御部８において、中央処理ユニット８Ａは、図示しな
いメモリに記録された処理手順を実行することにより、これら全体の動作を制御する。こ
の処理において、システムタイムクロックＳＴＣジェネレータ８Ｂは、このビデオテープ
レコーダ１の動作基準であるシステムタイムクロックＳＴＣを生成して出力し、基準ＥＴ
Ｎジェネレータ８Ｃは、このシステムタイムクロックＳＴＣより比較基準のＥＴＮを生成
して出力する。テープドラムサーボ回路８Ｄは、キャプスタンモータ８Ｆ、ドラムモータ
８Ｅを回転駆動し、これにより磁気テープ２を所定速度で走行させると共に、この磁気テ
ープ２を巻き付けてなる回転ドラムを所定速度により回転駆動する。この処理において、
テープドラムサーボ回路８Ｄは、基準ＥＴＮジェネレータ８Ｃより得られる比較基準のＥ
ＴＮと、復調部２２の出力データより得られる再生結果によるＥＴＮ（サブコード検出部
２６より得られるＥＴＮである）とを比較し、これらが一致するようにキャプスタンモー
タ８Ｆの回転位相を制御する。これによりビデオテープレコーダ１では、記録時と同一の
トラックトレースにより磁気ヘッド１４で磁気テープ２を走査するようになされている。
【０１１４】
（１－３）メインデータと補助データとの関係
このようにして磁気テープ２に順次各種メインデータ、対応するサブコードデータを記録
するにつき、ビデオテープレコーダ１では、各パックユニットにおいては、ビデオデータ
ＨＤＶ、オーディオデータＤＡ、対応する補助データがパックユニット内で完結するよう
に、メインセクタを構成し、上述したように、各パックユニットの先頭に、順次、オーデ
ィオデータＤＡの補助データ、オーディオデータＤＡ、ビデオデータＨＤＶの補助データ
をまとめて配置する。これによりこのビデオテープレコーダ１においては、再生時、簡易
に補助データを検出できるようになされ、さらには各パックユニットの先頭に記録された
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補助データのみを用いて、１つのパックユニットについては、各種の時間情報等を補間演
算処理できるようになされている。
【０１１５】
このようにして記録されるメインセクタの補助データにおいて、デコード時におけるビデ
オデータの時刻管理情報ＤＴＳに対応する再生基準の管理情報ＥＴＮにおいては（図１４
、図１５、図３３）、ベースバンドであるビデオデータＨＤＶのピクチャーの順序で配置
される。また同様に、時間情報であるＴＴＣ、ＲＥＣ　ＴＩＭＥ（図１４、図１５、図３
３）もビデオデータＨＤＶのピクチャーの順序で配置される。これに対してサブコードセ
クタの補助データにおいて、再生基準の管理情報であるＥＴＮ、ピクチャータイプの情報
は、データ圧縮されてなるビデオデータのピクチャーの順序により配置される。また同様
のサブコードセクタの補助データである時間情報ＴＴＣ、ＲＥＣ　ＴＩＭＥについては、
メインセクタと同一の順序により記録され、これによりメインセクタの対応する補助デー
タとの間で相関が図れるようになされている。
【０１１６】
これによりビデオテープレコーダ１においては、再生時、順次、メインセクタ、サブコー
ドセクタより再生される補助データを選択的に取得して、デコード、ビデオデータＨＤＶ
の出力等の処理に供するようになされている。
【０１１７】
これに対してサーチ用データに関する補助データは（図２０）、磁気テープに記録された
ビデオデータの検索用データについては、デコード時におけるビデオデータの時刻管理情
報ＤＴＳを基準にして記録し、サーチ用データによる画像と共に表示する表示用データに
ついては、ビデオデータＨＤＶの再生出力の時刻管理情報ＰＴＳを基準にして記録する。
【０１１８】
すなわちビデオテープレコーダ１は、このような補助データのうち、検索用データとして
は、対応するビデオデータの記録位置を示すテープ位置情報ＡＴＮ、対応するビデオデー
タの再生基準の管理情報ＥＴＮを、時刻管理情報ＤＴＳ基準で生成する。これに対して表
示用データであるＴＴＣ、ＲＥＣ　ＴＩＭＥ等は、再生出力の時刻管理情報ＰＴＳを基準
にして生成する。またビデオテープレコーダ１は、サーチ用データによるビデオデータを
出力する際に、ユーザーによる指示により、これら表示用データによる各種の情報をオン
スクリーン表示するようにビデオデータを処理して出力する。
【０１１９】
これらによりこの実施の形態において、ビデオエンコーダ３Ａ、オーディオエンコーダ５
Ａは、ビデオデータ及びオーディオデータをデータ圧縮して圧縮ビデオデータ及び圧縮オ
ーディオデータを生成するデータ圧縮手段を構成するのに対し、マルチプレクサ７Ｂは、
圧縮ビデオデータを所定のピクチャー数単位でブロック化し、該ブロックの圧縮ビデオデ
ータと、対応する圧縮オーディオデータと、対応する補助データとの組み合わせによるパ
ックユニットを生成するパックユニット生成手段を構成するようになされている。またマ
ルチプレクサ７Ｂ以降の回路ブロックにおいては、パックユニットによるデータをメイン
セクタに割り当て、パックユニットの補助データをサブコードセクタに割り当て、メイン
セクタ及びサブコードセクタによる記録トラックを順次形成する記録系を構成するように
なされている。
【０１２０】
またサーチデータ発生部４は、ビデオデータにおけるフレーム内符号化処理によるピクチ
ャーのデータより、サーチ用データを生成するサーチ用データ生成手段を構成し、またＥ
ＴＮジェネレータ３Ｃ等と共に、サーチ用データに関連するサーチ用の補助データを生成
する補助データ生成手段を構成するようになされている。
【０１２１】
（２）実施の形態の動作
以上の構成において、このビデオテープレコーダ１では（図３７及び図３８）、記録時、
ビデオデータＨＤＶ、オーディオデータＤＡがそれぞれ映像データ圧縮部３を構成するビ
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デオエンコーダ３Ａ、音声データ圧縮部５を構成するオーディオエンコーダ５ＡでＭＰＥ
Ｇ方式によりデータ圧縮され、ＰＥＳトランスポートストリームによるビデオデータ及び
オーディオデータが生成される。またサーチデータ発生部４であるサーチジェネレータ４
において、このようにしてデータ圧縮してなるビデオデータのＩピクチャーのデータより
低周波数成分のデータが選択されて８倍速及び２４倍速のサーチ用データが生成される。
またビデオデータの各ピクチャーの情報、ビデオデータと共に入力された補助データ等に
よりサブコード生成用の補助データが補助データ発生部６で作成される。
【０１２２】
この補助データを作成する際に、ビデオテープレコーダ１では、ＤＴＳ／ＰＴＳジェネレ
ータ３Ｂにおいて、ビデオデータＨＤＶを出力する際の基準である周波数９０〔ｋＨｚ〕
による時刻管理情報ＤＴＳが生成される。またこの時刻管理情報ＤＴＳより、ビデオデー
タＨＤＶがフィールド周波数５９．９４〔Ｈｚ〕の場合には、ＥＴＮ＝ＤＴＳ／３００．
３の演算処理により、ビデオデータＨＤＶがフィールド周波数５０〔Ｈｚ〕の場合には、
ＥＴＮ＝ＤＴＳ／３６０の演算処理により、磁気テープ２に記録したデータ圧縮されてな
るビデオデータを再生する再生基準の時間情報である拡張トラック番号ＥＴＮが生成され
る。
【０１２３】
ビデオテープレコーダ１では、これらデータ圧縮されたビデオデータ及びオーディオデー
タ、補助データ、サーチ用データがマルチプレクサ７Ｂで時分割多重化処理されてＥＣＣ
メモリ７Ｄに保持され、このＥＣＣメモリ７Ｄから所定の順序で出力されることにより、
これらのデータがメインセクタのメインデータ、サブコードセクタにそれぞれ割り当てら
れてインターリーブ処理される。これらＥＣＣメモリ７Ｄの出力データは、続いてＩＤ、
誤り訂正符号Ｃ１、Ｃ２が付加され、２４－２５変換部１１で２４－２５変調された後、
シンク付加回路１２でシンクが付加され、これによりビデオデータ、オーディオデータ、
一部の補助データ、サーチ用データにおいては、メインセクタ構造によるデータ列（図４
）に変換される。これに対して補助データにおいては、同様のサブコードセクタ構造によ
るデータ列（図２１）に変換される。さらにこのようにしてそれぞれメインセクタ構造に
よるデータ列、サブコードセクタ構造によるデータ列が変換部１３でＮＲＺＩ変調された
後、シリアルデータ列に変換されて磁気テープ２に記録される。このときビデオテープレ
コーダ１においては、これらのデータ列にポストアンブル、プリアンブル等が途中で付加
され、これにより図２のフォーマットにより順次磁気テープ２に斜め記録される。またこ
れらの処理において、磁気テープ２上における１６トラックを単位にして、誤り訂正符号
、インターリーブの処理を実行するように、ＥＣＣメモリ７Ｄが制御され、また誤り訂正
符号が生成される。これによりビデオテープレコーダ１では、サブコードにＤＴＳ、ＳＴ
Ｐ、ＥＴＮ等を割り当てて、対応するビデオデータ、オーディオデータが磁気テープ２に
記録される。
【０１２４】
　ビデオテープレコーダ１においては、このようにして磁気テープ２に記録するビデオデ
ータが１５ピクチャーによるＧＯＰによりデータ圧縮され、さらにこの１５ピクチャーに
よる１つのＧＯＰを構成するビデオデータが３ピクチャー単位で区切られてビデオデータ
によるパックデータ（図３４に示すＰＡＣＫ－Ｖ）が生成される。ビデオテープレコーダ
１では、このビデオデータによるパックデータと、対応するオーディオデータ、補助デー
タとによりパックユニットが形成され、このパックユニットを単位 してビデオデータ、
オーディオデータ、補助データが磁気テープ２に記録される（図３１）。また各パックユ
ニットにおいては、オーディオデータに関する補助データ、オーディオデータ、ビデオデ
ータに関する補助データが先頭側に順次まとめられて順次磁気テープ２に記録される。こ
れによりビデオテープレコーダ１では、パックユニット単位で磁気テープ２に記録された
ビデオデータ等を処理することができるようになされている。
【０１２５】
　ビデオテープレコーダ１においては、このようなパックユニットによる記録とは別に、

10

20

30

40

50

(21) JP 3719602 B2 2005.11.24

に



各インターリーブ単位の先頭トラックの先頭シンクブロックには、補助データ ＥＣＣＴ
Ｂパケットが割り当てられ、さらには一定位置に８倍速、２４倍速のサーチ用データが記
録され、これによりサーチ等の処理の向上が図られるようになされている。
【０１２６】
ビデオテープレコーダ１では、このようにしてパケット単位でビデオデータ、オーディオ
データ、補助データを記録するにつき、各パックユニットにおいては、ビデオデータ、オ
ーディオデータ、対応する補助データがパックユニット内で完結するように、メインセク
タが構成され、各パックユニットの先頭に、順次、オーディオデータの補助データ、オー
ディオデータ、ビデオデータの補助データがまとめて配置される。これによりこのビデオ
テープレコーダ１においては、再生時、簡易に補助データを検出できるようになされ、さ
らには各パックユニットの先頭に記録された補助データのみを用いて、１つのパックユニ
ットについては、各種の時間情報等を補間演算処理できるようになされている。
【０１２７】
すなわちこのようにパックユニットを単位として対応するデータが完結していない場合、
ビデオデータの発生符号量が種々に変化することにより、磁気テープ上におけるこれらデ
ータの対応関係を把握することが困難になる。特に、例えば所望する補助データを再生で
きない場合に補間演算処理により対応しようとしても、結局、連続するパックユニットの
補助データを再生することが必要になる。しかしながらこの実施の形態のように、１つの
パックユニットで完結し、さらにパックユニットの先頭に補助データを配置すれば、パッ
クユニット内における補助データの補間演算処理により対応することができ、その分、処
理を簡略化することができる。またつなぎ記録においても、記録済の対応する補助データ
を簡易に参照することができ、またこのような参照基準においても、パックユニット単位
であることにより、簡易に検出することができる。
【０１２８】
また編集時にデータを書き戻しする場合、記録済のデータにつなぎ記録する場合でも、必
要に応じて編集点以前のものを参照しなくてもよいことになり、その分処理、構成を簡略
化することができる。またビデオデータ、オーディオデータ自体についても、パックユニ
ット内で補間演算処理することができ、これによっても処理を簡略化することができる。
【０１２９】
ビデオテープレコーダ１では、このようにして記録される補助データにおいて、メインセ
クタにおいては、デコード時におけるビデオデータの時刻管理情報ＤＴＳに対応する再生
基準の管理情報ＥＴＮ、時間情報であるＴＴＣ、ＲＥＣ　ＴＩＭＥがビデオデータＨＤＶ
のピクチャーの順序により配置されるのに対し、サブコードセクタの補助データにおいて
、再生基準の管理情報であるＥＴＮ、ピクチャータイプの情報が、データ圧縮されてなる
ビデオデータのピクチャーの順序により配置され、時間情報ＴＴＣ、ＲＥＣ　ＴＩＭＥに
ついては、メインセクタと同一の順序により記録される。
【０１３０】
これによりビデオテープレコーダ１では、再生時におけるデコード等の各処理に必要な補
助データが、記録時、対応する部位に配置されて記録するようになされ、これにより再生
時、単に再生された対応する補助データに従って各ピクチャー、オーディオデータを処理
することにより、ビデオデータ、オーディオデータを再生し、デコードすることができ、
その分、再生側の処理、構成を簡略化することができ、これにより全体を効率良く構成す
ることができる。
【０１３１】
またこのように補助データを配置することにより、サブコードとストリームとの相関を簡
易に把握できるようになされ、その分、全体構成を簡略化することができる。すなわちパ
ックユニットの先頭のビデオデータの時刻管理情報ＤＴＳと、対応するサブコードの管理
情報ＥＴＮとが比例関係であり、これにより対応関係を明確化することができ、さたには
これによっても参照基準を明確化することができる。
【０１３２】
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これに対してサーチ用データに関する補助データについては、検索用データであるテープ
位置情報ＡＴＮ、再生基準の管理情報ＥＴＮが、時刻管理情報ＤＴＳ基準によりデコード
時におけるビデオデータの時刻管理情報ＤＴＳを基準にして記録され、サーチ用データで
あるＴＴＣ、ＲＥＣ　ＴＩＭＥ等は、再生出力の時刻管理情報ＰＴＳ基準によりビデオデ
ータＨＤＶの再生出力の時刻管理情報ＰＴＳを基準にして記録される。
【０１３３】
これによりビデオテープレコーダ１では、このようにサーチ用データについても、再生時
における処理に対応する基準によりに記録され、これにより再生時、順次再生される表示
用データを順次表示するだけで、時系列により所望するシーンを簡易に選択することがで
き、またこのようにしてシーンを検出して対応する検索用データにより簡易に頭出しする
ことができ、これにより再生側の構成を簡略化することができ、これにより全体を効率良
く構成することができるようになされている。
【０１３４】
因みに、このような基準を切り換えることなく、例えばＰＴＳ基準だけでこれらの情報を
記録した場合、サーチ用の画像を生成する際のエンコーダにおいては、煩雑な処理が必要
になる。またＩピクチャーのパックユニットにおける補助データをそのまま割り当てるこ
とも考えられるが、このようにするとサーチ用データにより形成される画像と、対応する
時間情報ＴＴＣ、ＲＥＣ　ＴＩＭＥ／ＤＡＴＥについては、リオーダリングに対応するよ
うに補正をすることが必要となり、複雑な演算処理が必要になる場合もある。因みに、桁
上げ、ドロップフレームに対応する場合に、演算処理が煩雑になる。
【０１３５】
しかしながらこの実施の形態においては、このような補正等の処理を実行しなくても良く
、これにより再生側の処理を簡略化することができる。これによりサーチ用データより所
望するシーンを簡易に頭出しすることができる。
【０１３６】
（３）実施の形態の効果
以上の構成によれば、少なくとも再生基準の管理情報を、メインセクタでは再生出力する
ビデオデータのピクチャー順に、サブコードセクタでは、データ圧縮したビデオデータの
ピクチャーの順序に記録することにより、全体を効率良く構成することができる。
【０１３８】
（４）他の実施の形態
なお上述の実施の形態においては、ＮＵＬＬデータの記録によりメインストリームのデー
タを遅延させる場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば同一のメインデー
タの繰り返しの記録によりメインストリームのデータを遅延させる場合等、種々の遅延手
法に広く適用することができる。
【０１３９】
また上述の実施の形態においては、ＭＰＥＧによりデータ圧縮したビデオデータを記録す
る場合について述べたが、本発明はこれに限らず、種々の方式によりデータ圧縮したビデ
オデータを記録する場合に広く適用することができる。
【０１４０】
【発明の効果】
上述のように本発明によれば、少なくとも再生基準の管理情報を、メインセクタでは再生
出力するビデオデータのピクチャー順に、サブコードセクタでは、データ圧縮したビデオ
データのピクチャーの順序で記録することにより、全体を効率良く構成することができる
。また検索用データについて、デコード時におけるビデオデータの時刻管理情報を基準に
して、表示用データについては、ビデオデータの再生出力の時刻管理情報を基準にして記
録することにより、全体を効率良く構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るビデオテープレコーダにおけるテープフォーマットを
示す平面図である。
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【図２】図１のテープフォーマットにおけるセクタの配置を示す図表である。
【図３】プリアンブルのパターンを示す図表である。
【図４】メインセクタの構造を示す図表である。
【図５】シンクパターンを示す図表である。
【図６】ＩＤを示す図表である。
【図７】シンクブロックヘッダを示す図表である。
【図８】メインセクタにおける平均的な論理データ配分を示す図である。
【図９】補助データをメインデータに割り当てる場合について、シンクブロック構造を示
す図表である。
【図１０】固定長によるパケット構造を示す図表である。
【図１１】可変長によるパケット構造を示す図表である。
【図１２】キーワード番号を示す図表である。
【図１３】可変長によるパケット構造におけるキーワード番号を示す図表である。
【図１４】オーディオフレームパケットを示す図表である。
【図１５】ビデオフレームパケットを示す図表である。
【図１６】サーチモードの説明に供する図表である。
【図１７】サーチ用データの説明に供する図表である。
【図１８】ＥＣＣＴＢパケットを示す図表である。
【図１９】メインデータにサーチ用データを割り当てる場合について、シンクブロック構
造を示す図表である。
【図２０】パケットヘッダを示す図表である。
【図２１】サブコードセクタの構造を示す図表である。
【図２２】サブコードセクタのシンクを示す図表である。
【図２３】サブコードセクタのＩＤを示す図表である。
【図２４】サブコードセクタのサブコードデータの内容を示す図表である。
【図２５】サブコードシンクブロック番号０、４、９に係るサブコードデータの構造を示
す図表である。
【図２６】フラグの設定を示す図表である。
【図２７】最下位ビットのフラグの設定を示す図表である。
【図２８】拡張トラック番号を割り当ててなるサブコードを示す図表である。
【図２９】タイトルタイムコードを割り当てるサブコードを示す図表である。
【図３０】サーチ用データの配置を示す図表である。
【図３１】メインデータの記録のイメージを示す図表である。
【図３２】メインデータの処理の説明に供する図表である。
【図３３】パックユニットにおけるパッキングの関係を示す図表である。
【図３４】パックユニットに係る一連のデータの関係をまとめた図表である。
【図３５】メインデータとサブコードデータとの関係を示す図表である。
【図３６】パックユニットの記録の説明に供する図表である。
【図３７】記録系の構成を示すブロック図である。
【図３８】図３７の一部を詳細に示す図表である。
【図３９】再生系の構成を示すブロック図である。
【図４０】図３９の一部を詳細に示す図表である。
【符号の説明】
１……ビデオテープレコーダ、２……磁気テープ、３……映像データ圧縮部、４……サー
チデータ発生部、５……音声データ圧縮部、６……補助データ発生部、７……多重化回路
、８……制御部、１０……サブコード発生部、１４……磁気ヘッド、２６……サブコード
検出部、２７……分離回路、２８……映像データ伸長部、２９……サーチデータ検出部、
３０……音声データ伸長部、３１……補助データ検出部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】
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